




蚕桑地区桜の里づくり推進委員会 地域振興部会

～電気柵の設置体験報告～

地域振興部の活動として「有害鳥獣対策の啓発」を行い、今年度で２年目となりま
した。
令和３年度は「イノシシ被害対策の現地研修」を計画し、東根地区で実際にイノシ
シ被害対策をされている、杉沢集落協定の電気柵設置圃場を現地研修させていただき
ました。
今年度は蚕桑地区の農地に有害鳥獣対策の電気柵を実際に設置して、体験を皆さん
に発信していく事を目的とし、部員を中心に活動してまいりましたので報告させてい
ただきます。

ステップ① ４月～５月 設置場所の選定、電気柵の購入

部員で協議の結果、「たぬきの食害」に悩まされている「こぐわキッズの畑」へ周囲
２００ｍ３段の乾電池式のものを購入し、設置する事にいたしました。
※購入した電気柵価格等の詳細は裏面に記載

ステップ② ６月２５日、７月２日 設置作業

６月２５日、雑草による漏電を防ぐため、防草シートを設置しました。周囲約１２０
ｍ分の防草シートの設置は部員４人で約１時間の作業となりました。
続いて７月２日、初めて見る電気柵に戸惑いながらのスタートとなりましたが、部員

７人で約１時間の設置作業となりました。
作業を終えてみると、仕組みも簡単で設置しやすかったという印象でした。

ステップ③ ８月月20日説明会、有害鳥獣対策研修会

地域振興部通信Ｖｏｌ.５

蚕桑地区桜の里づくり推進委員会　地域すこやか部会通信 令和 4年度の活動報告 Vol. 3

〇実 施 日 令和 4年11月 5日（土曜日） 参加人数：21名

〇活動の概要
　白鷹町教育委員会学芸員の石井紀子さんを講師にお招きし、蚕桑駅を出発し東高玉地区を散策しました。

来年はフラワー長井線全線開通100周年を迎えるということで、蚕桑駅を設置するため尽力した人々の動きや

睦橋が架けられた背景なども解説して頂きました。　また少し足を延ばして、ツツガムシ治療にあたった

新野広陵の石碑や県道9号線東側に広がる河岸段丘を自然の要害とした高玉城の跡も見て回りました。

〇ウォーキングコース

〇活動の総括
　21名という多くの方に参加して頂きました。当日は時々小雨が降る少し肌寒い中でのウォーキングと

なりましたが、全員無事に完走できたことは大変良かったです。　現フラワー長井線が長井以北の人々の

請願書により荒砥までの延長が決定したことや、原案では長井から最上川右岸を通り、東根から荒砥に至る

計画が、西側庶民の猛烈な陳情で現在の敷設になったこと、そして敷設が左岸となったことで東根から蚕桑駅

に通じる道路を回収して睦橋を架けることになったことなど長井線延伸に伴うエピソードを知ることができました。

また、「毛掘り医者」の新野広陵や高玉城といった近世・中世の東高玉を知る良い機会となりました。

最後に事業開催にあたり、講師の石井さんや事務局、そして参加して頂いた21名の方々に感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　蚕桑地区桜の里づくり推進委員会・地域すこやか部
　　　 　　　　　　 　        芳賀卓・児玉満李・菅 昭・菅弘美・土屋亮助・川崎忍・橋本誠一・小林直樹
　　　　　       　　　　　　 金田美喜子・齋藤ゆかり・石橋一也　　　   作成　令和４年12月（文責：芳賀）

活動-3 桜の里にこにこウォーキング!

新野広陵碑 高玉城の土塁跡

参加者全員で記念撮影（蚕桑駅前）

鹿島大法院跡での説明風景 睦橋も歩きました

①① 蚕 桑 駅

②② 鹿島大法院跡

③③ 睦 橋

④④ 新新新 野野野 広広広 陵陵陵 碑

⑤⑤ 高 玉 城 跡

蚕桑駅集合蚕桑駅集合（蚕桑駅集合（9（9時時時時時000000分）

蚕桑駅戻り蚕桑駅戻り （（12121212時時時000000分）分）分）・雪舟町公民館で反省会
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ステップ③ ８月月200日説明会、有害鳥獣対策研修会

８月２０日、この度設置した電気柵の説明と、白鷹町役場職員の講師による町内にお
ける有害鳥獣対策の研修を蚕桑地区民を対象に実施しました。
特にイノシシ被害については、蚕桑地区には被害はまだ確認されていないものの、み

なさんの関心が高く、たくさんの質問や意見がありました。
この時の様子については、参加されていた人気YouTuber（ユーチューバー）により動

画が配信されておりますので、こちらのQRコードを読み取ってご覧ください。

スマートフォン等で読み取って動画をご覧下さい。

～活動全体を通してみて～

電柵については１１月５日に取り外しを行いました。約４カ月間「こぐわキッズの
畑」はいも類、スイカ等に被害はなく、有害鳥獣から守る事ができました。人間は知恵
により作物を耕作する事で生活を豊かにしてきました。それと同時に他の動植物と共存
しながら今日の私たちがあります。時代や環境の移り変わりと共に、自分達の生活を
守っていく知恵をこの活動を通して皆様と学ぶ事ができました。
ご協力いただきました方々に感謝し、次年度に向けた取り組みを検討してまいります。

大変ありがとうございました。

電気柵の詳細

周囲200ｍ、3段、乾電池仕様 防草シート50㎝×100ｍ×2 ピン400個 購入価格：78,320円（税込）
対象となる動物：ハクビシン・たぬき・イノシシ・熊等

蚕桑地区桜の里づくり推進委員会・地域振興部会
担当：片山政明 長谷部克広 佐藤哲也 船山隼人

蚕桑地区桜の里づくり推進委員会　地域すこやか部会通信 令和 4年度の活動報告 Vol. 2

活動-2

〇活動の概要

〇活動の総括

   　　　　　　　　　　蚕桑地区桜の里づくり推進委員会・地域すこやか部

　　　 　　　　　　 　         芳賀卓・児玉満李・菅 昭・菅弘美・土屋亮助・川崎忍・橋本誠一・小林直樹

　　　　　       　　　　　   金田美喜子・齋藤ゆかり・石橋一也　　　   作成　令和４年11月（文責：芳賀）

　 応募いただいた3件のグリーンカーテンについては、１０月の文化祭で掲示紹介させて頂きましたが、この度、活動報
告として蚕桑地区の方に改めて紹介させて頂きます。紹介者のコメントにも有るようにグリーンカーテンは色々な観点で
SDGｓの取り組みに繋がることがわかり、改めてこの取り組みを広げていきたいと感じました。グリーンカーテンを紹介いた
だいた3名の方、大変ありがとうございました。

 我が家のグリーンカーテン紹介

紹介者：金田捷夫様（東高玉） 植物：ゴーヤ

紹介者：加藤仁一様（東田尻） 植物：アサガオ

　昨年まではプランターで栽培していました。
生育が弱く開花時期は早かったけれど、枯れ
てしまうことが早くなりがちでした。
　今年は地植えに挑戦したところ、生育が良
く、葉の大きさや数も十分で軒の雨樋まで届
きました。
　追肥は市販の緩効性肥料です。雨樋まで
届いたつる先は、伸び過ぎるので切って整え
ました。
旧盆の頃から花が咲き始め、9月半ばを過ぎ
てもたくさんの蕾を持って咲き続けています。
　南からの日差しを遮り、適度な風が入ってく
るのでグリーンカーテンの良さを味わっていま
す。

　　グリーンカーテンは、省エネやCO2削減により地球温暖化対策にもなる取り組みです。SDGsを活動のテーマとしてい
る地域すこやか部で、８月のセンター報で蚕桑地区でグリーンカーテンへの取り組みを募集したところ、３名の方からご紹
介頂きました。ご紹介頂いた内容を参考にして蚕桑地区にグリーンカーテンを広めていきたいと考えています。

　我が家では、もう30年ほど前から毎年夏の
風物詩となっているアサガオのグリーンカー
テンです。
今年も毎朝１００個ほど花が咲き続けました。
朝早く花が咲いて夕方頃まで咲いています。
　大きめのハート型の葉っぱと、ぱっと開いた
たくさんの花が、夏の暑い日差しを遮ってくれ
るので、この奥にある家族が集う居間は、クー
ラーがなくても大丈夫！今年の酷暑の夏でも
クーラー稼働は１日だけでした。
日中暑さが続くと萎れて元気がなくなるので、
朝と夕方2回水やりを欠かしませんでした。
　肥料は、春に種を蒔く時とつるが伸びてき
たら施します。

〇我が家のポイント
植え付けた場所（軒下の花壇）には石が多く良い
土ではありませんが背丈は軒先まで伸びていま
す。プランターより根が大きく張ることができるのか
もしれません。写真では混んでいるように見えます
がこれ位でないと直射を遮ることはできません。部
屋からは外を確認できそんなに暗くはなりません。
〇効果など
秋遅くまで緑のままで部屋への直射を遮ることが出
来る。
〇コメント
グリーンカーテンを始めてもう20年くらいになりま
す。　最初プランターに植えたのでしたが、軒先ま
で伸びなかったので、軒下を掘り返し、あまり良い
土ではありませんが地植えとしました。また、西洋
朝顔も勢いがあり、花も見られて良いのですが、９
月に入ると落葉し始めるためイマイチです。ゴーヤ
の中に１〜２本西洋朝顔を植え、花をアクセントに
しています。

紹介者のコメント

紹介者のコメント

紹介者のコメント

紹介者：金田清二様（西高玉） 植物：西洋系アサガオ（カレドニアブルー/スカーレットオハラ）
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睦橋が架けられた背景なども解説して頂きました。　また少し足を延ばして、ツツガムシ治療にあたった

新野広陵の石碑や県道9号線東側に広がる河岸段丘を自然の要害とした高玉城の跡も見て回りました。

〇ウォーキングコース

〇活動の総括
　21名という多くの方に参加して頂きました。当日は時々小雨が降る少し肌寒い中でのウォーキングと

なりましたが、全員無事に完走できたことは大変良かったです。　現フラワー長井線が長井以北の人々の

請願書により荒砥までの延長が決定したことや、原案では長井から最上川右岸を通り、東根から荒砥に至る

計画が、西側庶民の猛烈な陳情で現在の敷設になったこと、そして敷設が左岸となったことで東根から蚕桑駅

に通じる道路を回収して睦橋を架けることになったことなど長井線延伸に伴うエピソードを知ることができました。

また、「毛掘り医者」の新野広陵や高玉城といった近世・中世の東高玉を知る良い機会となりました。

最後に事業開催にあたり、講師の石井さんや事務局、そして参加して頂いた21名の方々に感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　蚕桑地区桜の里づくり推進委員会・地域すこやか部
　　　 　　　　　　 　        芳賀卓・児玉満李・菅 昭・菅弘美・土屋亮助・川崎忍・橋本誠一・小林直樹
　　　　　       　　　　　　 金田美喜子・齋藤ゆかり・石橋一也　　　   作成　令和４年12月（文責：芳賀）

活動-3 桜の里にこにこウォーキング!

新野広陵碑 高玉城の土塁跡

参加者全員で記念撮影（蚕桑駅前）

鹿島大法院跡での説明風景 睦橋も歩きました

①① 蚕 桑 駅

②② 鹿島大法院跡

③③ 睦 橋

④④ 新新新 野野野 広広広 陵陵陵 碑

⑤⑤ 高 玉 城 跡

蚕桑駅集合蚕桑駅集合（蚕桑駅集合（9（9時時時時時000000分）

蚕桑駅戻り蚕桑駅戻り （（12121212時時時000000分）分）分）・雪舟町公民館で反省会

第2回 2022
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